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発話力評価タイプとしては、TOEFL speaking test、British CouncilのAptis speaking test、
アルク社のJSSTなどがある。日本語のACTFL OPIについては、牧野ほか (2001)、会話





応の考察、そして統計的確認が主である(Bachman 1990; Bachman and Palmer 1996; 大




1.2 前年度(2013 年度)までのまとめ 
























[7] 初級学習者では、ブローカー野における賦活度の分散分析で「選択パズル vs. 訳」、









































ら連携して機能しているという見方が有力になってきている(Obler and Gjerlow 1999; 
Sakai et al. 2001; 酒井 2002など)。 
脳イメージング技術を応用した言語学・応用言語学分野での先行研究については平田
(2013a)にもまとめた通りであるが、PET を用いた先駆的なPetersen et al. (1988)の実験研
究から、バイリンガリズム研究のScherer et al. (2006)、加齢と語彙処理の関係を研究し
たAmiri et al. (2014)、そして読解に障害を持つ児童の読解トレーニング評価に関する
Horowitz-Kraus et al. (2014)などまで、様々な形で応用が進んできている。 
言語能力のレベルと左脳・右脳の違いについては、バイリンガリズムや第二言語習得
の分野で研究されていることが多い。例えば、Illes et al. (1999)は、英語とスペイン語の
2言語上級話者の場合、2言語間で脳の賦活部位に有意な差はなかったとしている。また、












しようとするタイプの研究である(城生 1997; Scherer et al. 2006; 苧阪 2007など)。もう1
つのタイプは、中級学習者と上級学習者の違い、健常者と統語失調症患者の違い、諸条
件の違うバイリンガルグループ間の違い、また、同一個人の経時的な変化などを脳イメ
ージングによって検証しようとするものである(大石2002; Kubota et al. 2005; Taura and 





















FOIRE-3000を使用した。PET（Positron Emission Tomography: 陽電子放射断層撮影）や
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図 2 ブローカー野とウィルニッケ野 
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図 4 全頭プローブホルダー 
(島津製作所の HP より)
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日本語学習歴 日本語レベル 日本語以外で話せる外国語 利き手
女 20 オーストラリア 英語 1 年 9 か月 初級 なし 右 71% 
 
 今回の実験については、立命館大学「人を対象とする研究倫理審査委員会」による審
査を受けている（受付番号：衣笠 - 人 -2012）。 
 























TASK01 三択1 1分 TASK01 訳1 1分 TASK01 三択1 30秒
TASK02 パズル式１ 1分 TASK02 会話式１ 1分 TASK02 三択2 30秒
TASK03 三択2 1分 TASK03 訳2 1分 TASK03 三択3 30秒
TASK04 パズル式2 1分 TASK04 会話式2 1分 TASK04 パズル式1 50秒
TASK05 三択3 1分 TASK05 訳3 1分 TASK05 パズル式2 50秒
TASK06 パズル式3 1分 TASK06 会話式3 1分 TASK06 パズル式3 50秒
TASK07 三択4 1分 TASK07 訳4 1分 TASK07 訳1 30秒
TASK08 パズル式4 1分 TASK08 会話式4 1分 TASK08 訳2 30秒
TASK09 三択5 1分 TASK09 訳5 1分 TASK09 訳3 30秒
TASK10 パズル式5 1分 TASK10 会話式5 1分 TASK10 会話式1 1分
TASK11 日本語会話1 1分 TASK11 日本語会話1 1分 TASK11 会話式2 1分
TASK12 日本語会話2 1分 TASK12 日本語会話2 1分 TASK12 日本語会話1 1分
TASK13 日本語会話3 1分 TASK13 日本語会話3 1分 TASK13 日本語会話2 1分
TASK14 母語会話1 1分 TASK14 母語会話1 1分 TASK14 母語会話1 1分
TASK15 母語会話2 1分 TASK15 母語会話2 1分 TASK15 母語会話2 1分
TASK16 母語会話3 1分 TASK16 母語会話3 1分
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雨（ に   の   で  ）バスが遅れました。 
TASK02 
台風（ から   なので   なのに  ）学校は休みです。 
TASK03 
昨日は大変だったから、今日は（やすんで おそく ゆっくり）して下さい。 
 









(2) TASK06     選択肢： あげる もらう  くれる   
1. 田中くんに手伝って（          ）。 
2. 田中さんが手伝って（          ）。 
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(3) TASK07 
まどを             ください。                
   open 
TASK08 
                                   。 
I think Japanese is easier than Chinese. 
TASK09 
                                   。 
I have never taken a taxi in Japan. 
 













自分：                                。 
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チャンネルを対象とする。 
 



















法には未だスタンダードはなく、fMRIで使用されるBOLD （blood oxygenation level 
dependent）信号との対応付けとしてどの指標を用いるかは研究者の考え方によって異な







Shimoyama et al. 2006; Toronov et al. 2007; 梁ほか2008; Malonek et al. 1997; Strangman et 
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[三択CH6 vs. 日本語会話CH6], 以下同様に今回分析対象の残り13チャンネルのペア 
[パズルCH6 vs. 日本語会話CH6],   同上（合計14チャンネル） 
[訳CH6 vs. 日本語会話CH6],       同上（合計14チャンネル） 
[会話式CH6 vs. 日本語会話CH6],   同上（合計14チャンネル） 
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TASK12 日本語会話       TASK14 母語会話 
 











7 チャンネル 右脳上部 3 チャンネル 
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表3 oxy-Hbデータでの相関分析結果 
タスク組み合わせ 高い相関があったCH数と CH番号 (oxy-Hb) 
相関分析データ 
(oxy-Hb) 
三択   vs. 日本語会話 3: CH12, 13, 30 CH12 (r=.782, p<.001), CH13 (r=.706, p<.001), CH30 (r=.909, p<.001), 
パズル vs. 日本語会話 5: CH12, 13, 25, 26, 30 
CH12 (r=.712, p<.001), CH13 (r=.731, p<.001), 
CH25 (r=.766, p<.001), CH26 (r=.725, p<.001),  
CH30 (r=.955, p<.001), 
訳     vs. 日本語会話 2: CH30, 31 CH30 (r=.928, p<.001), CH31 (r=.781, p<.001), 
会話式 vs. 日本語会話 2: CH27, 30 CH27 (r=.718, p<.001), CH30 (r=.899, p<.001), 
母語会話 vs. 日本語会話 11: CH8/9/32以外全て 
CH6 (r=.848, p<.001), CH7 (r=.916, p<.001), 
CH11 (r=.873, p<.001), CH12 (r=.801, p<.001),  
CH13 (r=.712, p<.001), CH25 (r=.779, p<.001), 
CH26 (r=.790, p<.001), CH27 (r=.787, p<.001), 
CH28 (r=.752, p<.001), CH30 (r=.905, p<.001),  
CH31 (r=.927, p<.001),  
 
表4 deoxy-Hbデータでの相関分析結果 
タスク組み合わせ 高い相関があったCH数と CH番号 (deoxy-Hb) 
相関分析データ 
(deoxy-Hb) 
三択   vs. 日本語会話 2: CH12, 32 CH12 (r= ‐.738, p<.001), CH32 (r=.745, p<.001) 
パズル vs. 日本語会話 2: CH12, 13 CH12 (r= ‐.765, p<.001), CH13 (r= ‐.770, p<.001) 
訳     vs. 日本語会話 4: CH9, 12, 13, 31 
CH9 (r= ‐.732, p<.001), CH12 (r= ‐.804, p<.001), 
CH13 (r= ‐.751, p<.001), CH31 (r=.951, p<.001) 
会話式 vs. 日本語会話 1: CH28 CH28 (r=.716, p<.001) 


















- 24 - 





（再掲）図 5 相関分析対象チャンネル 
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図 7 各範囲の相関係数と散布図の例 
 
vs 三択 CH8 
r = . 666
vs 母語会話 CH9 
r = . 283





vs パズル CH26 
r = . 725
高い相関 
vs パズル CH30
r = . 955
vs 母語会話 CH6 
r = . 848
高い相関 高い相関 
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Vs パズル CH12 
r = ‐.765
vs パズル CH12 
r = . 712
vs 訳 CH31 
r = . 951
vs パズル CH13
r = . 731
vs パズル CH25
r = . 766
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